
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

袋井市立高南小学校長 西尾 重男 

次の文章は、「ことばの教室たより」の校長あいさ

つの抜粋です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県言語・聴覚・発達障害教育研究会
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発行日 平成 30 年 6 月 23 日 

担当 

〒437-0033  

袋井市上田町 306－2 

袋井市立高南小学校 ことばの教室 

TEL/FAX  0538-43-9105 

 

 昨年度末の保護者アンケートの中に、「園で友達に発音の誤りを指摘されても

『ことばの教室で練習しているよ。』と言うことができた。」という一文を見つ

けました。また、「本人が前向きになり、自分から話すことが多くなった。」や

「語彙が増え、伝えたいことを伝えられるようになってきている。」等うれしい

言葉もありました。子どもは他の成長と同様に、言葉の発達にも個人差があり

ます。子どもの様子によってその対応の仕方も様々になります。言葉の問題か

ら、心の問題や学習の問題などに発展しないようにすることが重要だと思いま

す。そのためには御家庭の理解と協力がどうしても必要です。ことばの教室職

員との相談や連携を密にしていただけると幸いです。 

 

                                       

本校、ことばの教室は、市内全域から通う園児・児

童を５人の職員で指導したり、相談活動を推進したり

しています。高南小学校の子どもとして温かく迎える

ことで、安心して通えるよう環境づくりを進めていま

す【 明るいあいさつ・元気な返事・いつでも笑顔】が

自然にできる子どもをめざして。 

以下、本校のことばの教室について紹介します。 

                   

                                        

                                       

                                                                                      

袋井市立高南小学校では、交流・俳句・歌声を学

校の特色として取り組んでいます。 

  学校教育目標は『夢に向かって 笑顔で ともに

伸びようとする子』です。【明るいあいさつ・元気な

返事・いつでも笑顔】を中学校区の共有する児童生

徒像とおさえ、特に“笑顔”に焦点をあて、「学校が

楽しい」と言える子を増やしたいと様々な活動を推

進しています。 



 

                   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

平成 30 年度通級状況（6月 1日現在） 

 

  

 

 

学齢 構音 

障害 

言語発 

達遅滞 
吃音 その他 

場面緘黙 
合計 

1年 ２２ ０ ２ １ ２５ 

2年 １１ １ ２ ０ １４ 

3年 １ ０ ２ ０ ３ 

4年 ０ ０ １ ０ １ 

5年 １ ０ ０ ０ １ 

6年 １ ０ ２ ０ ３ 

合計 ３６ １ ９ １ ４７ 

幼児 講音 

障害 

言語発 

達遅滞 
吃音 その他 

場面緘黙 
合計 

3歳児 ０ ０ ０ ０ ０ 

4 歳児 １ ３ ０ ０ ４ 

5 歳児 １９ ７ １ ２ ２９ 

合計 ２０ １０ １ ２ ３３ 

高南小ことばの教室は、昭和 57 年 4 月（幼児部は

平成 5年 4月）に開設されました。 

 

教育目標 自分らしく，生き生きと生活できる子を育てる。 

   ○職員数（平成 30 年度 4月現在） 

児童担当２人 幼児担当３人 

○通級児童、幼児数（Ｈ29 年度） 

児童５４人 幼児９５人 

○相談件数（Ｈ29 年度） 

児童６人 幼児１５７人 

 

 

    

教室紹介 

 個別指導が中心ですが、吃音や言語発達遅滞では、子どもの実態に合わせてグ

ループ指導も行っています。 

（待機児童 １０名） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動・行事 

高南小学校北校舎西側１階で

指導を行っています。 

出入口 

防音設備、マジックミラーを備えた指導室が 2 室しかないため、フリーな

スペースやプレイルームも使用して、5名の指導を並行して行います。 

指導室 

待合室 

 

教材室 

 

プレイルーム 

幼児教室からの継続指導 
小学生の通級児の 8割以上が幼児教室からの継続

指導です。子どもや保護者にとって通い慣れた場で

あるため安心感があり、指導をスムーズに受け入れ

られる様子が見られます。また、担当者も子どもの

実態や指導方法の引継ぎが確実にでき日々の指導の

中で子ども同士の交流も意図的に行うことで、思い

やりの心や自主性、積極性などを育てる場にもなっ

ています。 

指導公開の実施 
 

6 月と 1月に指導公開を

行い、通級児の担任や関係

機関の職員を対象に指導公

開を行っています。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療機関との連携 
医療機関へかかっている子については、ことばの教室担当

者と担当ＳＴが連絡ノートや電話、メールなどで連絡を取り

合いながら指導を進めています。状況によって担当者が病院

での指導を参観させていただくこともあり、子どもの表れや

指導の内容、指導上の疑問点、ＳＴからのことばの教室担当

への指示やアドバイスなどを知らせ合うことで指導内容の

充実を図っています。 

教室だよりの発行 
ことばの教室や子ど

もの言葉や全体発達な

どに対する理解を拡げ

る目的で、毎月ことば

の便りを送付していま

す。 

【送付先】 

・市内全小学校、中学校及び園 

・保健センター 

・子ども早期療育支援センター 

・子育て支援センター 

・子ども支援室 

・市教委 学校教育課窓口 

・特別支援学校   など 

KITHUON♥カフェの実施 
吃音をもつ親子の交流の場

として平成 28 年度から

「KITHUON♥カフェ」を実施し

しています。 
 

子育て支援センター等での保護者向け講話 
市内子育て支援センター等の依頼で乳幼児の言葉の発達について出前講話を行い、 

その場で相談活動も行っています。その後の教育相談につながる場合もあります。 

 


